
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
「〈
物
語
〉
２
０
１
２
―
―
語
り
・
絵
・『
源
氏
物
語
』」
総
括小

嶋

菜
温
子

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
は
、
物
語
と
絵
画
の
相
互
関
係
を
問
う
こ
と
を
主
眼

と
し
て
、
と
く
に
『
源
氏
物
語
』
に
焦
点
を
し
ぼ
る
議
論
を
目
論
ん
だ
。
二
〇
一
二

年
を
謳
っ
た
の
は
理
由
が
あ
る
。
前
年
の
二
〇
一
一
年
に
、
パ
リ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
で

開
催
予
定
で
あ
っ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
物
語
の
言
語
―
―
時
代
を
超
え
て
」
が
、

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
の
あ
お
り
で
縮
小
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
予
定
で
あ
っ
た
土
方
洋
一
氏
・
長
島
弘

明
氏
・
小
嶋
も
参
加
を
取
り
や
め
、
紙
上
参
加
の
形
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
惜
し
み
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
で
の
シ
ン
ポ
責
任
者
で
い
ら

し
た
寺
田
澄
江
先
生
に
も
呼
び
か
け
て
、
今
回
の
シ
ン
ポ
開
催
と
な
っ
た
次
第
で
あ

る
（
二
〇
一
一
年
の
パ
リ
で
の
シ
ン
ポ
の
成
果
は
、『
物
語
の
言
語
―
―
時
代
を
超

え
て
』
寺
田
澄
江
・
小
嶋
菜
温
子
・
土
方
洋
一
編
、
青
簡
社
、
二
〇
一
三
）。

報
告
①
は
、
土
方
洋
一
氏
（
青
山
学
院
大
学
教
授
）「『
源
氏
物
語
』
の
絵
画
的
場

面
を
め
ぐ
っ
て
」。「
絵
に
な
る
場
面
」
を
物
語
が
ど
う
語
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、

語
り
に
お
け
る
空
間
性
の
意
味
を
問
い
な
お
そ
う
と
し
た
。「
出
来
事
や
ス
ト
ー
リ
ー

か
ら
産
出
さ
れ
る
意
味
と
は
性
格
の
異
な
る
、
抒
情
的
、
静
止
的
な
も
の
の
中
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
な
に
か
」
を
、
あ
ら
た
に
言
語
化
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
く
も
の

と
し
て
刺
激
的
で
あ
っ
た
。
報
告
②
は
、
長
島
弘
明
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

「『
源
氏
物
語
』
と
『
雨
月
物
語
』」。
長
島
氏
は
、『
雨
月
物
語
』
に
お
け
る
『
源
氏

物
語
』
享
受
の
様
相
を
、
時
間
的
・
空
間
的
に
精
緻
に
読
み
解
い
た
。
土
方
氏
の
論

と
は
異
な
る
視
点
か
ら
の
、
物
語
の
表
現
性
へ
の
肉
薄
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
で

あ
っ
た
。
報
告
③
は
、
佐
野
み
ど
り
氏
（
学
習
院
大
学
教
授
）「
イ
メ
ー
ジ
の
往
還

―
―
響
き
・
揺
ら
ぎ
・
拓
き
」。
佐
野
氏
の
報
告
は
絵
画
か
ら
物
語
へ
の
接
近
を
試

み
る
も
の
で
、
土
方
・
長
島
両
氏
の
報
告
を
つ
な
ぐ
役
割
も
負
う
も
の
で
あ
っ
た
。

源
氏
絵
の
多
様
性
を
、
様
式
論
を
軸
に
多
面
的
に
解
析
す
る
点
で
、
き
わ
め
て
有
意

義
な
報
告
で
あ
っ
た
。

以
上
の
三
氏
に
よ
る
報
告
を
も
と
に
、
コ
メ
ン
ト
①
と
し
て
陣
野
英
則
氏
（
早
稲

田
大
学
准
教
授
）
が
、
コ
メ
ン
ト
②
と
し
て
、
寺
田
澄
江
氏
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
教
授
）

が
そ
れ
ぞ
れ
鋭
い
指
摘
を
重
ね
て
、
議
論
を
活
発
化
さ
せ
た
。
陣
野
氏
と
寺
田
氏
の

コ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
語
り
と
絵
画
の
往
還
の
有
用
性
が
さ
ら
に
認
識
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
企
図
し
た
テ
ー
マ
の
重
要
性
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
各
位
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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